
鶴岡市通所型サービスＡに要する費用の額等の算定に関する基準を定める要綱

平成 29 年 3月 31 日

告示第 132 号

（趣旨）

第１条 この告示は、介護保険法（平成９年法律第１２３号。以下「法」という。）第１１５

条の４５の３第２項及び介護保険法施行規則（平成１１年厚生省令第３６号。以下「省令」

という。）第１４０条の６３の２第１項第２号イの規定に基づき、通所型サービスＡ（鶴岡

市介護予防・日常生活支援総合事業の実施に関する規則（平成２９年鶴岡市規則第３号）第２

条第１項第７号の通所型サービスＡをいう。以下同じ。）に要する費用の額の算定に関する基

準を定めるものとする。

（算定額）

第２条 省令第１４０条の６３の２第２項第１号イの規定により市が定める通所型サービス

Ａに要する費用の額は、１単位の単価１０円に別表に定める単位数を乗じて得た額（その

額が当該通所型サービスＡに要した費用の額を超えるときは、当該通所型サービスＡに要

した費用の額）とする。

２ 省令第１４０条の６３の２第２項第１号イの規定により市が定める通所型サービスＡに

係る第１号事業支給費（法第１１５条の４５の３第２項の第１号事業支給費をいう。）の額

は、前項の費用の額に１００分の９０（利用者が法第５９条の２に規定する政令で定める

額以上である居宅要支援被保険者等である場合にあっては、１００分の８０）を乗じて得

た額（その額に１円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てた額）とする。

   附 則

この告示は、平成２９年４月１日から施行する。



別表（第２条関係）

５　鶴岡市通所型サービスＡ（緩和した基準によるサービス）サービスコード表

種類 項目

Ａ6 1213 通所型独自サービス／２　１回数 265単位 265

Ａ6 1223 通所型独自サービス／２　２回数 272単位 272

Ａ6 6125 通所型独自サービス同一建物減算／２　１ 263単位減算 -263

Ａ6 6126 通所型独自サービス同一建物減算／２　２ 526単位減算 -526

※通所型サービスＡ（緩和した基準によるサービス）には加算はありません。

定員超過の場合

種類 項目

Ａ6 8006 通所型独自サービス／２　１回数・定超 265単位 186

Ａ6 8016 通所型独自サービス／２　２回数・定超 272単位 190

看護・介護職員が欠員の場合

種類 項目

Ａ6 9006 通所型独自サービス／２　１回数・人欠 265単位 186

Ａ6 9016 通所型独自サービス／２　２回数・人欠 272単位 190

イ　通所型サービス費

（独自）

事業対象者・要支援１

※１月の中で全部で４回まで
看護職員・介護職

員が欠員の場合

×70％

イ　通所型サービス費

（独自）

事業対象者・要支援１

※１月の中で全部で４回まで 定員超過の場合

×70％

１回につき
事業対象者・要支援２

※１月の中で全部で５回から８回まで

サービスコード
サービス内容略称 算定項目

合成

単位数
算定単位

１回につき
事業対象者・要支援２

※１月の中で全部で５回から８回まで

サービスコード
サービス内容略称 算定項目

合成

単位数
算定単位

サービスコード
サービス内容略称 算定項目

合成

単位数
算定単位

１月につき

イ　通所型サービス費

（独自）
１回につき

事業所と同一建物に居住する者又は同一

建物から利用する者に通所型サービス（独

自）を行う場合 事業対象者・要支援２

事業対象者・要支援１

事業対象者・要支援２※１月の中で全部で５回から８回まで

事業対象者・要支援１※１月の中で全部で４回まで


